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問題と目的

　本研究で は、特別支援学校 （知的匡轄 ）に在籍す る

児童生徒 を対象に、標的行動の 選定と記録、先行子操

作 と結果操作の 実施、行動記録からの 子育て の 工 夫の

修正 を参加者に指導するペ ア レ ン ト・トレーニ ン グを

実施し、その 有効 性を参加者に よる標的行動の 記録か

ら検証 した 。

方法

参加者　A特別支援学校 （知的障害）の 小学部高学年
お よびB特別支援学校 （知的障害）の 中学部に所属す

る児童生徒の 保護者が参加 した （以下、それぞれ A校、
B 校）。 トレー

ニ ン グ開始約3か月前に、本 トレ
ー

ニ

ン グの 実施を書面 によ り周知 し 、 参加者を募集した 。

参加者の 子 どもの プ ロ フ ィ
ール をTabel1に示 した 。

　本研究の 開始時に 、 参加者に対 して研究内容につ い

て 書面を用い て説明 し、研究参加の 同意 を得た 、

Table1　 各学校の参加者の 子 どもの プロ フ ィ
ー

ル

手続き　い ずれの 回も、その 日 の 内容に つ い て 前半に

講義し、後半に演習 を行 っ た。演習で は、各参加者が

講義で説明を受けた子育て ス キル を、自身の子 どもに

対 して どう行 うの か を 、 所定の シー トを用い て立案 し

た。演習中に記入できずに い る参加者がい た場合や、
参加者か ら質問があっ た場合は、他の参加者か らの意
見を促す、 実施者が 直接助言す るなどを行っ た 。 参加
者 は演習にお い て立案 した子 育て ス キル の 実施方法
を 日常生活で行っ た。
　第2回 目以降か らは 、 講義の 前に各参加者が保護者
記録の 自己評価を行 っ た。 自己評価は所定の用紙 を用
い て、標的行動ができた時 とそ うで ない 時につ い て 、
自身が どん な対応 を したか を可能な範囲で 書き出 し

て もらっ た 。

　第1回では 目標行動の 選定とその 行動の記録、第2
回では物理的環境調整など先行子操作、第3回では ほ

め方な ど結果操作、第4回は行動記録の結果に基づ く
子育て ス キル の 修正、第5回は全 5回の まとめを取 り上

げた 。

対象数　　平均　　　障害
　　 　 　 生活年齢

　 　 　 　 9，5

知的障害の

状態

知的障害3名　 中度1名
自閉症1名　　 重度3名
知的障害4名　　境界域 1名
自閉症 1名　　 軽度4名
運動匯轄 1名　 重度2名

結果および考察

A校　　4

B校　　6 13．5

設定　 トレー
ニ ン グはA校お よび B校にお い て、各学

校の教員1名が実施 した 。 1回 90分を原則月 2回で 、全
5回行 っ た。 トレー

ニ ン グの 毎回の 間、参加者は 日常

生活における子どもの 標的行動に つ い て、所定 の 用紙
に記録 （以下 、 保護者記録）し、 そ の 記録を トレ

ー
ニ

ン グに持参 した。
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　A 校の 参加者は全 日程を参加 し、B校の 参加者は 二

名が一
回欠席 した 。 全 5回実施後の 保護者に よる社会

的妥当性の評価は 、 概ね肯定的な結果だっ た。 B校の

参加者 の うちの 1名の 保護者記録の 結果を、Fig．1に
示 した。保護者記録の結果か ら、A校で は 2 名の参加

者が、B校では 4 名の 参加者が
一

つ 以上の 標的行動の

達成規準を満たすこ とに成功 した こ とが示 された
。 知

的障害の 状態が重度の子 どもの参加者など、保護者記

録に大きな改善が見 られなか っ た参加者もい た。保護
者記録に改善が見 られない 揚合に、標的行動の妥当性
や、保護者が実施 して い る手続きの有効性や厳密性な
ど、 要因を分析 して付加手続きを検討するこ とが必要
と考えられ る 。

　 　 　 第 3 回
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Fig．1　 1名の参加者に よる、朝の 身支度準備に関する保護者記録の結果
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